
（１/５） 

 

 

 会  議  録 

会議の名称 令和８年度 第１回 川越市児童館運営委員会 

 

開 催 日 時 

令和８年４月 22日（水） 

午後２時 開会  午後３時００分 閉会 

開 催 場 所 児童センターこどもの城 視聴覚室 

議長(委員長 

・副会長)氏名 
武藤 寛史 

出席者(委員)

氏名 (人数） 
赤間ゆりか、萩原和子、髙栖敦子、鳥居麻理子、服部孝、 

水谷薫、鈴木敏子（７人）  

欠席者(委員）

氏名(人数） 
細田旅生、岩﨑佳澄（２人）  

事務局職員 

職 氏 名 

こども育成課長       依田 光司  

こども育成課副主幹     富山 隆史  

児童センターこどもの城館長 

兼川越駅東口児童館長     野村 博之 

児童センターこどもの城主査  石田 和宣 

高階児童館長         藤井 香代子 

会 

議 

次 

第 

１ 開 会    

２ 事務局あいさつ              

３ 議事 

(1)令和７年度各児童館利用状況及び令和８年度事業案について  

(2)川越市児童館改修整備基本構想について 

(3)その他 

４ 連絡事項 

５ 閉会 

配布資料 

１ 川越市児童館運営委員会次第          

２ 川越市児童館運営委員会委員名簿  

３ 川越市の児童館一覧 資料１ 

４ 児童館利用状況 資料２ 

５ 児童館事業計画案 資料３ 

６ 川越市児童館改修整備基本構想 資料４ 

７ 児童館等を活用した地域課題解決モデル事業の公募につい

て 資料５ 

８ 令和８年度児童館運営委員会（モデル事業検討）開催スケ

ジュール 資料６ 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

≪会議の成立について≫ 

・委員会の成立について報告（委員８名出席） 

・傍聴希望者なし 

 

１ 開会 

２ 事務局あいさつ－こども育成課長あいさつ－ 

３ 議事 

 (1)令和７年度各児童館利用状況及び令和８年度事業案につ

いて 

・令和７年度各児童館の利用状況について 

資料 No.２を基に説明 

 

（質疑応答、意見） 

 

こどもの城の普段の団体利用数からみると少なく見えるが、

団体利用の定義はどのようなものか。 

 

放課後デイや保育園など団体利用申請があったものの集計。

数値は、団体数ではなく、団体内の利用者数としている。 

 プラネタリウムの団体利用は別の集計としている。 

 

・令和８年度の事業計画案について 

資料 No.３を基に説明 

 

（質疑応答、意見） 

 

こどもの城の「天望会」はなぜ月１回なのか。もっと頻繁に

実施できないか。 

 

夜間実施のため、職員の勤務体制の都合や、参加希望者数が

少ないこともあり、回数を増やすに至っていない。周知は、ホ

ームページやチラシでしている。 

参加希望者が多ければ回数を増やすことも考えるが、参加者

も少なく、施設も老朽化していることから、設備面での懸念も

ある状況。そのほか、環境政策課が年２回、天体観測会の会場

として活用をしている。 
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委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

議長  

 

 

 

 

高階児童館の子育て支援センターの「ひよこの日」が、月１

回１週目だけになったのはなぜか。ウエスタの「つどいの広場」

にくるお母さんたちが、高階児童館で同じ年齢の子になかなか

会えず大きい子が多いと言われた。 

 

「ひよこの日」が月一回１週目だけになったのは、子育て支

援センターの意向。 

「ひよこの日」は０歳を対象とした事業のため、他の年齢で

遊びに来た子どもたちが遊べなくなってしまう。そのため、０

歳から３歳まで遊べる「わくわく広場」の日数を増やした。 

高階児童館では、０歳の事業として、月１，２回、「すくす

く０歳」や、毎週金曜日午後、「いちごの日」がある。ホーム

ページなど見ていただけるといいと思う。 

 

こどもの城でも、「はじめまして０歳です」事業を金曜日午

前と午後行っています。 

 

年齢を限定した方が来やすい可能性もある。０歳の保護者は

特に、大きい子のなかに小さい子を連れてくるのは、抵抗があ

る様子。 

 

「各種連携事業」とありますが、どんな事業を考えているので

しょうか。 

 

庁内で児童館と連携してできる取り組みを検討しており、例

えば児童館で０歳や未就学児の事業を実施するときに母子保

健課の保健師を呼んで、保健師相談の時間をもつなどの取組を

実施できたらと考えている。そのほか、地域の団体や学校など

と市が連携した取り組みの実施を検討している状況 

 

子育てサロンに保健センターの職員が来て、子どもたちのお

話をして、質問などができる事があったが、とてもいい機会に

なったのでぜひ実現してほしい。 

 

本委員会としては、Ｒ７年度の児童館利用状況とＲ８年度の

事業計画案は概ね妥当であると整理したいと思います。 

 

 

 



（４/５） 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 (２) 川越市児童館改修整備基本構想について 

資料 No.４を基に説明。 

本年２月に本委員会から答申を得た同基本構想について、３

月に策定公表に至った。令和８年度は、児童センターこどもの

城のリニューアルに向けて、基本計画の策定に取り組んでい

く。 

 

委員会での意見を反映できた答申を市長に提出でき良かっ

たと思う。基本構想の実現に向けてよろしくお願いしたい。 

 

(３) その他 

資料 No.５を基に説明。 

国の補助金において、「児童館等を活用した地域課題解決モ

デル事業」の公募があった。 

本市としては、児童館を拠点として若者が安全に過ごせる

「第三の居場所」を確保することを目的に、中高生の利用者数

促進に向けた取組について、応募している。 

 

川越市の応募案について、計上している 500 万円は人件費

か。 

 

人件費も含む中高生向け企画を運営するにあたってのイベ

ント等の諸経費や、この取組の内容をご審議いただく本委員会

の委員報酬も対象となっている。 

 

この事業は、今年度 1回だけという事か。 

 

現時点では、単年度事業として、専門人材から知見等をご提

供いただき、次年度以降は自身で取り組みを反映できるように

努めていこうという事業となる。 

 

もう１点、本委員会の委員任期が６月末で終了となる。７月

以降は、個々の継続意向の有無や各団体の推薦依頼など、調整

するのでご協力を願いたい。 

 

他にはないようなので、これにて議事を終了とする。 

 

これをもちまして、本日の児童館運営委員会を終了する。 


